
M
H

&M
B



2

施工手順

● 木製側板（支柱、縦枠）への取付けの場合は、

　 取付手順　　　～　　　を参照してください。

● アルミフレーム側板（支柱、縦枠）への取付けの場合は、

　 取付手順 　　 ～　　　、　　　～　　　を参照してください。1 8 91 4 11

1 下穴加工
右図または別紙テンプレートを参照してください。 

※本書では左勝手を例に説明しています。右勝手の場合、対称位置になります。

アルミフレーム側板に取り付ける場合は、扉側のみ参照してください。

扉幅

扉高さ
L I N - X 8 0 0  

750 ～ 850 mm 扉厚 24 ～ 40 mm

仕　様

扉の先端および吊元には、8mm以上の目地を設けてください。

推奨使用温度 0 ～ 40 ℃扉質量（1枚当り） 40kg 以下  

L I N - X 8 0 0 H  ( 連 結ロッド  L= 2 5 0 0 )  …  ～2 9 8 0 mm
( 連 結ロッド  L= 210 0 )  …  ～2 4 0 0 mm

扉側板

目地

・［ ］内寸法はLIN-X800H仕様を示します。
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3 ヒンジと連結ロッドの組立て

2 ねじの仮止め
 扉およびキャビネットの上下に、付属の十字穴付トラスタッピンねじ6×25を仮止めしてください。
アルミフレーム側板に取り付ける場合は、扉側のみ参照してください。

四角ナットを連結ロッドの溝に通してください。

80mm程度

四角ナット 四角ナット

ヒンジB ヒンジA

ヒンジの平行調整ねじおよび矢印シールが内側に向き合うように配置してください。

5mm 程度あけておく

プラスドライバー 3番

扉側 吊元側

扉(

裏)

平行調整ねじ

矢印シール 矢印シール

M
H

&M
B



4

4 連結ロッドキャップの取付け(両端2ヶ所)

ヒンジの端面と、連結ロッドの端面を合わせて、挿入した四角ナット8ヶ所にねじ止めしてください。

プラスドライバー2番

トラスねじ M5×10

端面を合わせる

ねじを締め込む前に、ヒンジが連結ロッドの縁の凸の内側にはまっているか確認してください。

ここに
はめ込む

すき間がある

強く押し込む。

四角ナット

M
H

&M
B



5 ヒンジの取付け

プラスドライバー3番で
4ヶ所締め込んでください。

6 扉の取付け

1 2

プラスドライバー3番で
4ヶ所締め込んでください。

扉座金

扉を取り付ける際は、安全かつ製品に負荷をかけないよう、
必ず2人以上で作業してください。

作業中はアームに負荷をかけないよう
手で支えるなどして取り付けてください。

5

扉に仮止めしたねじ

1 2
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左右調整
±7 [mm]

（固定ねじ・調整ねじの推奨締め込みトルク：2 N・m）

上下調整
±7 [mm]

前後調整
±5 [mm]

平行調整
±4 [°]

1 2 3

1 2 3

1 2 3

1 2 3

扉側

吊元側

吊元側

扉側

前後調整左右・上下・平行調整

半回転緩める

半回転緩める

確実に締める

確実に締める

半回転緩める 確実に締める

インパクトドライバー等の電動工具で
調整をしないでください。
調整機構が破損するおそれがあります。

固定ねじを無理に外さないでください。扉が脱落してけがをしたり、扉が損傷したりするおそれがあります。

緩める 確実に締める

7 扉の調整
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座金カバーの取付け8

扉座金カバー 吊元座金カバー

ブラケット ブラケット

ツメ

プレート
ツメ

プレートにはまっていること

アルミフレーム側板（支柱・縦枠）仕様

9 アルミフレームへの取付け

アルミフレームのサイズ アルミフレームの固定

幅 160 mm

天井面

床面

溝ピッチ 120 mm

厚
み
 40 m

m
 

位置が合っていること
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